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TIA連携大学院 News Letter

第8回ナノエレクトロニクス・ナノテクノロジーサ

マースクールが3年ぶりに7月1日（オンライン）、

8日、15日、22日、29日の５日間で開催されまし

た。

本スクールでは例年と同様に、ＬＳⅠ技術の基

礎に加え、薄膜形成や３次元デバイスに関する

ナノエレクトロニクス技術の展開に関する講義が

行われました。また、これまでとは異なり春Ｃモ

ジュールの大学院生向け一般講義としての開催

でもありました。参加者は16名（うち3名は学類

生）でした。

スクール１日目に半導体・デバイス物理の基礎

を学んだ後、２日目にＭＯＳトランジスタ形成プロ

セス全般に関する講義があり、特に微細加工の

中核をなすリソグラフィー技術について学びまし

た。３日目に外部講師をお招きし、微細加工プロ

セスの一つである薄膜形成プロセスを、特に最

近注目されている原子層堆積技術 （ＡＬＤ） を

中心にお話しいただきました。

第8回TIAナノエレクトロニクス・ナノテクノロジー
サマースクール開催報告
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第8回TIAナノエレクトロニクス・ナノテクノロジーサマースクールが7月1日、

8日、15日、22日、29日の5日間開催されました。企画・運営を行った蓮沼隆

准教授（筑波大学）にお話を伺いました。

4日目に論理回路の基礎に関する講義があり、

回路の視点で半導体デバイスの使用例を学びま

した。最終5日目には再び外部講師をお招きして、

ＦＩＮＦＥＴなどの最新の３次元デバイス技術に関

する講義をしていただきました。

今回は学外の参加者がいらっしゃらなかったこ

とが残念でした。事前のアナウンス方法に改善の

余地があると言えます。一方、一般講義としての

開催でもあったことから学内の学生の参加が例

年以上に多かったことが収穫でした。今後への新

しい展開に向けて成功だったと思います。

蓮沼 隆准教授

筑波大学数理物質系

講義日程

期間 ２０２２年７月１日、８日、１５日、２２日、２９日（金）

会場 筑波大学総合研究棟B

主催 筑波大学大学院数理物質科学研究群

構成 講義１０コマ

参加者数 １６名（大学院生 １３名、学類生 ３名）

７月 １日 半導体・デバイス物理

７月 ８日 ＭＯＳトランジスタ形成プロセス

７月１５日 薄膜・新材料

７月２２日 論理回路とLSIの基礎

７月２９日 次世代３Dシステム・デバイスに向けた

技術動向について
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